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【　　月報告】

年間強調
目標PR

西日本区
強調月間

強い義務感を持とう　義務はすべての権利に伴う
 " TO  ACKNOWLEDGE  THE  DUTY  THAT  ACCOMPANIES  EVERY  RIGHT "

〔CLUB OFFICE〕京都ＹＭＣＡ　〒604-8083　京都市中京区三条柳馬場角　☎（075）231-4388

CHARTERED  28  Sep. 1983

今月の聖句

国 際 主 題：Ｉ　Ｐ　Henry Grindheim（ノルウェー） “Let us walk in the Light-together.”「ともに、光の中を歩もう」
アジア太平洋主題：Ａ　Ｐ　Tung Ming Hsiao（台湾） “Respect Y’s Movement”「ワイズ運動を尊重しよう」 
西日本区主題：Ｒ　Ｄ　大 野 　 勉（神戸ポート） 　2022年に向けて「心身の健康づくりから、クラブの健康づくりへ」“Healthy mind & healthy body make healthy club”
京都部主題：Ｄ　Ｇ　竹 園 憲 二（京都ZERO） “All Hands on Deck!”
メネット主題：ＲＳＤ　中 道 京 子（神戸） 「生きる！　希望を分かち合いながら」“Live, sharing hope!”

クラブ主題

会　長／田 中 升 啓
副会長／五十嵐由紀
　　　　田 中 雅 博
書　記／瀬 本 純 夫
　　　　山 口 雅 也
会　計／左 近 宏 崇
　　　　椿 森 昌 史

絆の力で越えていこう!!!
～一人よりふたり、二人より全員で！～

ワイズメンズクラブの活動をホームページ・ブリテンでクラブ内外の人達に事ある
ごとにアピールしましょう！

伊藤　剛　西日本区　広報・情報委員長（京都トゥービークラブ）

ユースと共に YMCA を尊重し、ワイズメンズクラブとしての責
任と協力を果たし、互いの理解を深める為のプログラムを推進し
ましょう。

山川新一Yサ・ユース事業主任（京都めいぷるクラブ）
８月
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わたしはぶどうの木、あなたがたはその枝である。人がわたしにつながっており、
わたしもその人につながっていれば、その人は豊かに実を結ぶ。

ヨハネによる福音書 15 章５節

　７月 18 日、部長公式訪問に呼んでいただき、 田中升啓会長とメンバーの皆さ
んに拍手で会場に迎えて頂きました。

　私はこの時点で大変申し訳ない思いで実は一杯でした。なぜなら、貴クラブはワイズメンズクラ
ブとは、部長とは、理事とはと語れる方々が大変多いクラブであるからこそ、私は本当に申し訳な
い思いで入場致しました。それほど、自分は部長と言う立場に自信が無いのです。しかし今期京都
部に金原弘明さんを輩出して頂き、ワイズ歴７年間でお会いしたことのあるメンバーが多かった事
が、本当に心強かったです。
　それは、YMCA サービス活動や各クラブの周年記念例会、部会などに参加され、常にワイズに関
わっておられるメンバーが多いからだと思います。
　時間の関係でお話しできなかったのですが、私がどういった経緯でワイズに入会し、なぜ部長に
なれたか、そして私が部長になった事は偶然か、必然かと言う事に触れます。
　まず入会した動機は、私は人前で話しをする事が苦手で、少しでも克服したいと思いチャーター
メンバーとして入会しました。１年目でドライバー委員長をして司会進行と、いきなり試練を迎え
ました。また、例会の内容を委員会で決め役員会で審議して頂く。この流れの中でも学びました。
提案した内容は予算が高いと言われただけでその瞬間に、私は今後の例会内容は役員会で決めてく
ださいと、投げやりな感じで不貞腐れていました。役員会の後、あるメンバーの方が私に、そう怒
るな、君のプレゼンテーションに工夫が足りなかったからだと言われました。
　そう言われた私は、なるほどと思いました。それから、私は考え方に凄く幅が持てる様になった
と思います。何事にも前向きでいれば反対意見が出ても次の段階に持って行けると思います。こう
した話し合いが楽しくどんどん変化していって良いものになっていくのだと確信しました。ワイズ
メンズクラブとは、会歴の年数に関係なく意見を出し合えるクラブです。
　だからこそ、今必要な事を考え、話し合いが出来るのだと思います。また、リーダーシップのな
いリーダーの時ほど、皆で助け合い次に前進するのだと思います。この事から、ワイズメンズクラ
ブのメンバーは自分のクラブを愛して大切にする。また、各クラブの垣根を越えて京都部を盛り立
てていく。すなわち、今期部長をさせて頂く事は必然であるのではと思えるようになりました。
　部長主題は「All Hands on Deck!」です。副題が無いのは、色んな捉え方が出来るからです。今期
527名のメンバーの力を発揮する時ではないかと思っています。皆さん本当にお忙しいと思いますが、
どうかお力添えをお願い致します。部長公式訪問を楽しくして頂きました事に、感謝申し上げます。 
今後ともよろしくお願いいたします。

Youth
Activities

聖句の解説　キリスト教界では教会の装飾や出版物などでぶどうの枝が意匠として用いられることがよ
くあります。シルクロードを伝わって日本まで到達したぶどう唐草文様のように、イエスの時代のユダ
ヤ地方を含む古代オリエントでは、ぶどうは身近なもので生命と豊饒の象徴であったと言われています。
ぶどうからつくられるワインも聖書の中に登場します。イエスは自分と自らに従う者の関係を、ぶどう
の木とその枝に例えています。イエスは、幹である自分につながって幹を通して与えられた養分（愛）
を受けた人（枝）は豊かな実を結ぶと言っておられるのです。

７
在籍者数　　37名
広義会員　　　1名
第一例会　　34名
第二例会　　33名
ゲ ス ト　　　3名
特別メネット　　1名
出 席 率　100.0%

切　　手　　　　0g
切手累計　　　　0g
現金累計　　　　0円
Ｅ　　Ｆ　　　　0円
Ｊ Ｗ Ｆ　　　　0円
EF・JWF累計　　　　0円

第一例会　　　　0円
第二例会　　9,000円
累　　計　　9,000円

パンファンド　　1,500円
累　　計　　1,500円

献　　血　　　0cc
成　　分　　　0名
累　　計　　　0cc
成分累計　　　0名

第一例会　　5,026円
第二例会　　4,042円
累　　計　125,088円

第一例会　　3,371円
第二例会　　3,708円
累　　計　　7,079円

All Hands on Deck!　
京都部部長　竹 園 憲 二（京都ZERO）

BFポイント

例会出席

ニコニコ

ファンド

献　血

130周年
募　   金

130

東日本大震災復興募金
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部 長 公 式 訪 問
Yサ・ユース委員　大　山　孜　郎

　田中舛啓会長今期２回目の例会は、京都部部長の公式訪問で
ある。
　会長の開会挨拶、先日の第一例会、私は少し遅れたのに挨拶
が続いていたことを思い出した。会長は、今日は少し短い目に挨
拶しますと言われたが、どうしてどうして時間も十分であり何よ
りも内容が豊富な挨拶であった。今期の会長の挨拶を聞くのは今
からたのしみである。例会には京都部より部
長を始め、主査の方が２名こられた。加えて
今期部の広報委員長として我がクラブの金原
さんも京都部からのゲストとして出席して居
られた。
　金原さんはスライドを使って今期京都部
の主査を紹介された。通常主査の方々の全
員の顔を覚えるのは中々なことが多いが、
このプレゼンで全ての主査の名前と顔を知
ることが出来た。さすが我がクラブ輩出の
金原さんである。その後、２名の主査さん
が話をされ、最後に竹園憲二部長の話があっ
た。私は部長の話を楽しみにしていたが、
前の主査さんの話が長かったので、時間が
あまり無く残念であった。
　今期京都部の活動をリードされる皆様で
ある。１年間頑張って欲しい。

青　雲　の　志
EMC委員　長谷川　幸　昌

　ワイズメンズクラブの新年度のスタートと
なる７月の第一例会「キックオフ例会」が田
中升啓会長の点鐘のもと幕を開けました。
　冒頭、第一声となる会長挨拶。普段は気さ
くな田中会長、その重責からか今までに無い
強い緊張感が伝わってきました。内容も事業
の報告から時事に関するものまで多岐にわた
り、職責を全うしようとする誠実な人柄を改
めて感じることが出来ました。
　後に開かれた総会では直前期の事業、会
計の報告が行われ、出席者の賛成多数でこ
れらの報告が承認されました。続いて今期の事業方針、年間ス
ケジュール、予算案が発表され賛成多数で可決となりました。
その中で、私は予算について質問しましたが、細かな点である
にも関わらず即座に明確な回答があり、この案が良く練られて
いるものだと感じました。当日は台風の接近で生憎の天気でし
たが、田中升啓会長のキックオフで今期のキャピタルクラブも
台風一過の素晴しい晴天の様な一年となりますように。

「パープル 25FC」
キャピタル釣りクラブの成果報告

パープル 25FC釣りクラブ会長　仁　科　保　雄

　７月 15 日～ 16 日、猛暑の中キャピタルクラブの釣り好き６
名の参加で釣りクラブの例会を開催しました。我こそはと意気
込んで西舞鶴港から遊漁船で 13 時過ぎに出港し、一時間余り
をかけて冠島の小島に向かいました。
　目的地は猛暑によるすごい熱気とべた凪の中で、船長の合図
で釣りを開始しました。最初から釣れたのはさすがにベテラン
の船長が 60㎝クラスの鯛を釣り上げ、参加者全員が一気に釣
りモードに突入いたしました。
　早くから鯛の漁場であったのか、大きな鯛が上がり始めまし
た。メンバーの皆さんは本当に釣り
上手で驚かされました。この日のた
めに素晴らしい釣り具を用意されて
おられたのには、若いころから釣り
をしてきた私には驚きでした。
　昼間はあまり良い釣果はなかったの
ですが、夜に入りイカ釣り用の電気の
点灯で、一気に雰囲気が変わり、多くの魚が集まりイサキなどは
入れ食い状態となりすごい釣果となりました。紅一点の五十嵐さ
んの大イサキにも驚かされました。メンバーの皆さんが大釣りの
中、私一人が小物数匹という貧果で終わりました。
　次回もいろいろ企画したいと思っていますので、多くの皆様
のご参加を期待しています。15 日夜には近くまで来ておられ
た幡南さんが酒席に参加していただき、座を盛り上げて下さい
ましました。亀井幹事、大変ご苦労様でした。

　　参加者　五十嵐、石倉、亀井、西川、仁科、山田（隆）

メネット懇親会に　　
参加させていただいて

メネット　吉　井　香　月

　７月 13 日、太陽が降りそそぐ真夏のような梅雨の晴れ間に、
平安神宮近くの素敵なイタリアン cenci でのメネット懇親会に
参加させて頂きました。
　入会して 10 年たちますが懇親会への参加は初めてで、「あぁ、
もうすぐだな。ドキドキするなぁ。」と思っていた７月某日、
夕飯に使うとうもろこしを準備しようと台所で包丁に力を込め
た時、グキッと首が動かなくなってしまいました。
　治りきらず、ロボットのような動きのまま参加した私に「吉
井さん、前菜のスープとうもろこしですよ！」と、優しい声を
かけてくださり、ふふっと笑いがこみあげ、緊張を少し緩める
事が出来ました。
　山口メネット会長のご挨拶、田中会長のご挨拶、山田直前メ
ネット会長からのご報告を頂戴し、私のつたない乾杯で食事が
始まりました。
　美しい中庭のある店内で美味しい食事を頂きながら、皆様の
楽しいお話しを聞き、私の小さすぎる質問にも丁寧にお答え頂
き、あっという間にお開きとなりました。
　次期メネット会長という私にとっては大きすぎる役をさせて
頂くにあたり、皆様にはご迷惑とご心配をおかけしてしまう自
信があります。出来るだけ色々なことに参加さ
せて頂こうと思っておりますので、その際には
大変恐縮ではございますが、やんわり、ではな
くビシバシ教えて頂けると幸いでございます。
どうぞ宜しくお願いいたします。

皆様にご案内しておりました同好会の名称が間違っていました。
幹事の私が入会する前のキャピタルクラブ 25 周年（香山会長期）
に発足しました。よって、釣同好会「パープル 25FC」が正式名
称です。大変失礼いたしました。  　幹事：亀井

７月第一例会 2017年７月４日（火）　19:00～21:00
ウェスティン都ホテル京都 ７月第二例会 2017年７月18日（火）　19:00～21:00

ウェスティン都ホテル京都

宮越　寛
メネット主査

髙坂　訓
国際・交流主査

昨年度のYMCAに
対するさまざまな
支援に対して森直
前会長に加藤総主
事より感謝状贈呈
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１日目（７月２日）
Ｙサ・ユース委員長　倉　見　直　樹

　「暑―っ！」まだ８時 30 分なのに汗がとまらない暑さ。雨
よりいいけど晴れすぎもどうなんやろ、と贅沢なことを思いな
がらワークが始まります。今回の参加人数はメン 11 名、メネッ
ト２名、コメット１名の計 14 名。
　キャピタルクラブに任せてもらったワークはキャンプ場東側
の草刈りと枯れ松の伐採。半々に自然と別れてワークに。草刈
りは慣れた手つきで黙々と進められていく。草刈機の音がキャ
ンプ場に広がる。枯れ松は山田（隆）さんの指示で、１本、２本
と倒されていく。木が倒される度に徐々に景色が変わる。
　休憩時間に飲む冷たいお茶がホントに美味しい！　みんなで
ワイワイ話しながら時計を見る。「まだ 10 時 !?」あまりの暑さ
で半日働いたくらいの疲労感。暑い中、皆さん黙々とワークに
取り組んで頂きました。お昼のサバエ特製３種カレーでパワー
アップして午後
のワークへ。
　14 時前には東
側は雑草がなく
なりきれいに、
枯れ松は６、７
本倒してこちら
もサッパリ。暑
い中、本当にあ
りがとうござい
ました！

　参加者　石倉・メネット・コメット、金原、亀井、香山・メネット、
　　倉見、田中（升）、幡南、宮﨑、森（繁）、山田（隆）、吉井

参考　全体のワーク参加者の内訳
　７月２日：62 名
　　（５ワイズメンズクラブ、リーダー OB、OG、リーダー）
　７月９日：67 名
　　（８ワイズメンズクラブ、リーダー OG、リーダー）

２日目（７月９日）
地域奉仕・環境委員　志　田　育　夫

　今年も近江八幡市の琵琶湖湖畔にあるサバエキャンプ場のサ
バエワークに参加しました。梅雨前線や湿った空気を受けて
曇った天気の中、キャピタルクラブの２日目の仕事はキャンプ
場のテントの設営です。13 張りものテントを皆さん手慣れた
様子で早々に張り終え、その後は倉庫がキャビンに変わるので
その掃除や備品の整理等々、普段中々体を使う事もなく過ごし
ていますので、汗だくになりながらの仕事も皆さんのパワーに
助けられ何とか無事終えることができました。
　昼には美味しいご褒美カレーもいただき、サバエワークの一
日を過ごしました。
　今年も夏休みが始まり、ここサバエキャンプ場でも子供たち
がそれぞれの特別な夏の思い出を沢山作ってくれると思いま
す。子供たちが心地よく過ごす為に少しだけお手伝いできたか
なと思うと楽しい一日になりました。
　各地で記録的な豪雨により被災している子供たちも沢山いま
すが、その子達が１日でも早く楽しい夏休みを過ごせるよう皆
様とともに祈りたいと思います。

　参加者　五十嵐、石倉、加藤、亀井、倉見、左近、志田、瀬本、
　　田中（升）、西川、宮﨑、森（繁）、八木

今は節目と節目の間にいます
西　村　融　正

　「節目とは、大きな出来事や環境の変化や区切り。」であ
るならば、幼稚園入学から大学を卒業して社会人となり、
一度転職をして３年後に家業に入る頃までは、数年ごとに
人間関係や生活環境が変わり、多くの節目を経験したのだ
と思います。喜怒哀楽に満ちた本当に充実した毎日であり
ました。今思い返すと、その時々の自分の選択が今の私の
人生を作ってきたんだと思うと感慨深いものがあります。
　しかし、家業に入って以降は、まだ節目を感じません。
もちろん全てにおいて順風満帆であるはずもなく、思い悩
むことも多々あるのですが。きっと現在進行中だからかも。
もう少し後になってから振り返ってみます。
　では、私の次の節目はいつでしょう？　仕事を引退する
時でしょうか？　でも死ぬまで働いてそうです。とりあえ
ず、今を精一杯かつ能動的に生きていこうと思います。

あれから 10 年
宮　﨑　順　巳

　私の人生の節目はどこだろう。色々と考えてみましたが、
10年以上前に遡ると学生時代なので、何も考えずに遊んで

いた覚えしかありません。
　そこで働き始めてからのことで考えると、ありました！
　見つかりました！　10年程前に今の会社で働き始め、ま
ずは解体の現場を知らないと！　ということで、現場に常
駐していることがありました。とは言っても、まだ何も分
かっていない私は、今も分かっていないのは変わりません
が、挨拶ぐらいしか出来ないから挨拶はちゃんとしよう！
　と自分の中で決めていました。
　お施主さん（発注者）や通りすがりの方、沢山の方にも
挨拶をしていました。この現場のお施主さんの娘さんがと
ても可愛らしい方で、お会いするのがとても楽しみで、前
を通られる度に元気よく挨拶をしていたのを覚えています。
　ある日、偶然立ち寄った、おうどん屋さんでその娘さん
がバイトをされていた時は運命を感じました。そこでも元
気よく！　とはいかず照
れながら挨拶をしました。
　あれから 10 年程経ちま
す。今では子供も生まれ
て、３人で一緒に暮らして
おります。あの現場に行っ
たことが、私の人生の節目
だったと思います。

サバエワークご苦労さまでした

人　生　の　節　目
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〈京都部報告〉　
７月24日（月）　PR 委員会
７月31日（月）　国際・交流事業懇談会
９月10日（日）　京都部部会　参加予定　32 名
８月26日（土）　京都トゥービークラブ周年例会　参加予定　16 名

〈YMCA報告〉　
７月22日（土）　九州北部豪雨支援緊急災害街頭募金　参加　５名
７月 14 日～９月 30 日　九州豪雨支援募金
８月27日（日）　リトセン秋の準備ワーク

〈三役会報告〉　
・2019 年度西日本区大会について　立候補はしない
・柳さん、菅原さんお見舞いの件について
・京都トゥービークラブ周年お祝い金について　１万円
・過去の HA、HB の記念品について　YMCA バザーに寄付
・九州北部豪雨災害についての支援は８月・９月第二例会で集

める任意の募金に加えて、災害時積立金から 10 万円拠出
〈各事業委員会報告〉
・YMCAサービス・ユース事業委員会　

Y サアワー　11 月第二例会に決定
サバエワーク報告　ワークの安全管理について
・YMCAリトリートセンター特別事業委員会　

リトセン秋の準備ワーク　８月27日（日）
・地域奉仕・環境事業委員会　

ふれあい広場　10月１日（日）
　びわ湖ミシガン遊覧とお食事交流会に決定
ベテスダ祭りの日程確認　2017年10月８日（日）に決定
・ドライバー事業委員会　

８月第二例会　進々堂社長（大山孜郞さんご紹介）
９月第二例会　京都市埋蔵文化財出前ト－クの申請
・交流・ファンド事業委員会　

原点に戻ってジャガイモの販売を増やす。
お米の販売について　販売用通販サイトのリンクについて
・広報・ブリテン事業委員会　

８月の骨子を検討
メン・メネット・コメット誕生日・記念日一覧の整理
・EMC事業委員会　

ファミリーお祝い　YES 献金　８月第２例会
既存メンバーの「会員推薦書兼登録簿」の保存の確認。

〈審議事項〉　
・2019 年度西日本区大会について 　　　承認
・柳さん、菅原さん、森（常）さんお見舞いの件　承認
・トゥービークラブ周年お祝い  　　　承認
・過去の HA、HB の記念品  　　　承認
・九州北部豪雨災害についての支援について　状況を判断し

つつ、承認する。
※期の初めということで、10 万円を拠出することに対して、

メンバーからの募金を含めて 10 万円という意見が出た。
〈その他〉　

35 周年実行委員会立ち上げの状況について質問が出た
次回三役会　2017年８月24日（木）19：00 ～
次回役員会　2017年８月29日（火）19：00 ～メ　　ン　西村　融正　８月26日　　志田　育夫　８月30日

メネット　加藤　圭子　８月15日
コメット　椿森奈津美　８月４日　　蘇理　愛花　８月16日

田中　升啓・佳津子　ご夫妻　８月１日
岡本　尚男・　都　　ご夫妻　８月28日

編集後記
　７月号に掲載できていなかった、引継例会での各種受賞者の皆さんのお名前を掲載いたします。
　永年在籍 40 年　勝山さん　　在籍 10 年　幡南さん・森（繁）さん　　在籍５年　志田さん　　出席率 200%（月２
回の例会すべてに出席）　岡本・勝山・金原・亀井・菅原・椿森・西川・森（繁）さん　　出席率 100%（例会には欠席
したがメイクアップをして対外的な出席率に貢献）　石倉・大山（孜）・香山・山口（雅）さん　　パープル大賞（クラブ
への貢献度が一番素晴らしかった方）　広報・ブリテン委員長　亀井さん　　パープル賞（クラブ活動のリーダーとし
て会員に貢献してくださった方）　　YMCA サービス・ユース事業委員長　左近さん　　地域奉仕・環境事業委員長
　椿森さん　　ドライバー委員長　西川さん　　交流事業委員長 吉井さん　　ファンド事業委員長　長谷川さん　　
EMC 事業委員長　山田（英）さん　　受彰者の皆様、おめでとうございます。 　　　広報・ブリテン委員長　宮﨑順巳

緊急支援街頭募金
Yサ・ユース委員　西　川　欽　一

　７月 22 日（土）九州北部豪雨で被災された方への緊急支援街
頭募金を行いました。
　12 時 30 分に京都 YMCA に集合して説明を受け、河原町三条
商店街入口の募金場所に歩いただけでも汗が止まらないような
昼過ぎの炎天下、午後１時から募金活動の呼びかけを始めると、
商店街入口のお店から「頑張ってください」と募金してくださ
る方、交差点の信号待ちからわざわざ立ち寄ってくださる方、
前を通り過ぎたけど引き返して来てくださる方、「暑い中ご苦労
さんです」と声をかけてくださる方など多くの方々が募金にご
協力くださいました。募金いただけなかった方々も、目礼をし
てくださる方など、この災害に対する皆さんの関心と被災者へ
の思いを感じることができ、このときは募金することができな
くても、きっとどこかでご協力いただけるだろうと思いました。
　午後２時、猛暑の中の募金を終え、京都 YMCA へ戻り、ひ
ととき涼んだ後、すぐに募金を集計し始めました。この日集め
られた募金、17,578 円は被災地の復旧活動への支援や被災した
子どもたちへの心のケアキャンプの運営に充てられます。
　この日の参加者は 12 名で、内５名がキャピタルメンバーで
した。ご参加、ご協力ありがとうございました。
　　参加者　田中（升）会長、金原、亀井、香山、西川

ごめんなさい
７月号の新入会員　蘇

そ

　理
り

　裕
ひろ

　司
し

　さん
のお名前のふりがなが間違っていました。

PR委員会委員長を拝命して
京都部PR委員長　金　原　弘　明

　今期、京都部の常置委員会である PR 委員会の委員長を務めさ
せていただきます。皆さん PR 委員会には馴染みがあまりないと
思います。私も、名前は知っていましたが具体的な活動について
は、正直あまり知りませんでした。その意味もあり、昨年の 11 月
から前期の PR 委員会に参加させていただき、ワイズの PR のた
めに行う、地道な委員会活動を拝見させていただきました。
　ワイズの PR 活動は、ワイズの全ての事業が関係してきますし、
その活動の積み重ねがワイズの喫緊の課題である EMC に繋がる
という、大変重要な活動であると思います。しかしながら委員会
組織の認知度の低さもあり、小さなことから正にコツコツとやっ
ていかなければならないというジレンマも抱えています。
　そこで私の今期 PR 委員会委員長としての主題は「EVERY 
LITTLE HELPS」どんな小さなことでも必ず役に立つはず、
と心して、小さなことでも一つ一つ大事に活動していきたいと
思っています。そして今期は PR 活動の一大イベントとして「ワ
イズデー」を企画しています。熊本震災復興支援を柱とした、
ワイズの PR に繋げることができるイベントです。少しでも多
くの方にワイズを知って頂き、「あぁ、あのワイズメンね……」
と言われるようになれば、必ずやメンバー増強の一助になると
信じて今期一年頑張りたいと思います。
　クラブの皆様にも何かとご協力をお願いすることもあるかと
思いますが、どうぞよろしくお願いいたします。

2017年７月25日（火）19:00～21:00
ウェスティン都ホテル京都　平安の間

第１回　役員会議事録

HAPPY BIRTHDAY

HAPPY ANNIVERSARY


